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パンフレットＡ４両面

全内で釣り人向けの普及啓発用
パンフレットを作成しています
申込は、各県漁連でのとりまとめをおねがいしています。その都度
で申込が可能で、100枚からご希望のクレジットで作成できます。
詳しくはお問い合わせください。
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湯
ノ
湖
・
湯
川
解
禁

　

令
和
６
年
５
月
１
日
午
前
５
時
、
打
ち
上

げ
花
火
の
合
図
と
同
時
に
湯
ノ
湖
・
湯
川
の

釣
り
が
解
禁
を
迎
え
、釣
り
大
会「
解
禁
ト
ラ

ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
鈍
よ
り
曇
っ
た
天
候
で
し

た
が
、
寒
さ
は
例
年
に
比
べ
る
と
穏
や
か
で

し
た
。湯
ノ
湖
の「
解
禁
ト
ラ
ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」で
は
、検
量
時
間
に
な
る
と

雨
が
降
り
出
し
、
表
彰
式
に
は
土
砂
降
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
70
㎝
を
超
え
る

大
型
ニ
ジ
マ
ス
や
30
㎝
を
超
え
る
ヒ
メ
マ
ス

が
釣
り
上
げ
ら
れ
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
っ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、今
年
は
ホ
ン

マ
ス
が
解
禁
か
ら
好
調
で
、
34
・
８
㎝
の
ホ

ン
マ
ス
が
特
別
賞
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
５
月
３

日
か
ら
６
日
ま
で
は
連
日
放
流
を
行
い
、
多

く
の
釣
魚
者
や
家
族
連
れ
が
奥
日
光
湯
ノ
湖

で
ト
ラ
ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

湯
ノ
湖
で
は
、
８
月
と
９
月
に
釣
り
大
会

を
実
施
、
年
間
ト
ラ
ウ
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
も
毎

日
実
施
し
ま
す
。ま
た
、
毎
週
土
、
日
曜
日
と

祭
日
に
ニ
ジ
マ
ス
の
成
魚
放
流
を
行
っ
て
お

り
、
放
流
時
は
お
子
様
で
も
比
較
的
簡
単
に

釣
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

湯
川
で
は
、
解
禁
後
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
は
、
早
朝
の
気
温
が
約
２
度
前

後
と
霜
が
下
り
る
程
の
と
て
も
寒
い
朝
と

な
り
ま
し
た
。日
中
は
気
温
が
上
が
っ
た
こ

と
か
ら
水
温
が
例
年
よ
り
高
く
、
解
禁
か
ら

ド
ラ
イ
フ
ラ
イ
で
釣
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

昨
年
同
様
、
今
年
も
解
禁
か
ら
良
い
釣
り

が
楽
し
め
、
た
く
さ
ん
の
釣
魚
者
が
湯
川
に

入
川
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

釣
魚
期
間
は
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

上
皇
ご
夫
妻
、
23
年
ぶ
り
の

日
光
訪
問

　

令
和
６
年
５
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
、
上

皇
ご
夫
妻
が
栃
木
県
日
光
市
を
私
的
に
旅
行

さ
れ
、
３
日
目
の
午
後
に
奥
日
光
に
赴
か
れ

ま
し
た
。上
皇
さ
ま
が
栃
木
県
日
光
市
に
疎

開
中
、
戦
局
悪
化
の
た
め
田
母
沢
御
用
邸
か

ら
奥
日
光
湯
元
の
ホ
テ
ル
へ
と
移
ら
れ
、
そ

の
ホ
テ
ル
が
湯
ノ
湖
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
と

の
こ
と
。

　

奥
日
光
の
自
然
に
関
す
る
案
内
や
展
示
を

行
う
日
光
湯
元
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
―
を
ご
訪

問
さ
れ
た
あ
と
、
湯
ノ
湖
を
散
策
さ
れ
ま
し

た
。湯
ノ
湖
周
辺
で
は
、お
二
人
の
奉
迎
の
た

め
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
列
を
な
し
て
い
ま

し
た
。

　

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
支
援
事
業
は
、
令
和
６
年
度
に

お
い
て
も
全
内
と
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
全
漁

連
）、（
公
社
）全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会（
以
下
、海
づ
く

り
協
会
）、（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
、(

株)

水

土
舎
の
５
社
が
、
水
産
庁
か
ら
委
託
を
受
け
協
働
で
実
施
す
る

こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
に
つ
い
て
、講
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
事
例
報
告

会
）の
開
催
、個
別
サ
ポ
ー
ト
等
の
実
施
と
い
っ
た
活
動
組
織
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
枠
組
み
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
６
年

度
は
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
活
動
項
目
の
う
ち

「
藻
場
の
保
全
」
に
注
力
す
る
と
い
う
水
産
庁
の
方
針
に
よ
り
、

講
習
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は「
藻
場
の
保
全
」を
主
体
に
し
た
も

の
に
な
り
ま
す
。

●
講
習
会

　

講
習
会
は
、
昨
年
度
ま
で
と
同
じ
く
海
づ
く
り
協
会
の
主
催

で
開
催
し
ま
す
。昨
年
度
ま
で
は
、年
３
回
の
開
催
の
う
ち
２
回

に
お
い
て
内
水
面
部
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
年
度
は

９
月
４
・
５
日
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
る
１
回
の
み
と
な
り
、

こ
こ
で
は「
藻
場
の
保
全
」と「
干
潟
の
保
全
」の
２
部
会
が
開
催

さ
れ
、「
内
水
面
の
生
態
系
の
維
持
・
保
全
」や「
海
の
安
全
確
保
」

と
い
っ
た
他
の
部
会
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。翌
６
日
に
は「
藻
場

の
保
全
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
神
奈
川
県
の
活
動
組
織
を
視
察

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
藻
場
の
保
全
」、「
干
潟
の
保
全
」以
外
の
部
会
が
開
催
さ
れ

な
い
こ
と
の
補
填
と
し
て
、
地
域
協
議
会
の
要
望
に
よ
る
現
地

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
講
習
会
を
数
カ
所
程
度
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。本
件
に
つ
い
て
は
、
海
づ
く
り
協
会
か
ら
全

国
の
地
域
協
議
会
に
宛
て
て
５
月
に
通
知
さ
れ
て
お
り
、
地
域

協
議
会
か
ら
活
動
組
織
に
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
事
例
報
告
会
）

　

６
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
開
催
日
時
と
内
容
は
未
定
で

す
が
、来
年
の
２
月
に
首
都
圏
に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

水
産
庁
主
催
、全
漁
連
、海
づ
く
り
協
会
、全
内
の
主
管
で
開
催

す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
が
、
内
容
は
「
藻
場
の
保

全
」を
主
体
と
し
た
も
の
に
な
る
予
定
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
事
例

報
告
を
行
う
活
動
組
織
の
選
定
、「
藻
場
の
保
全
」以
外
の
取
り

扱
い
等
に
つ
い
て
は
、今
後
、関
係
者
で
協
議
の
う
え
決
定
さ
れ

ま
す
。

　

開
催
日
時
や
会
場
、プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、決
定
し
だ
い
活
動
組
織

や
地
域
協
議
会
等
を
始
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ひ
と
う
み
．ｊ
ｐ
）

等
を
通
じ
て
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、開
催
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ｗ
ｅ
ｂ 

か

ら
の
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
う
予
定
で
す
。

●
内
水
面
の
技
術
サ
ポ
ー
ト
及
び
専
門
家
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

活
動
組
織
の
要
望
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
を
派
遣
す

る
技
術
サ
ポ
ー
ト
は
、
内
水
面
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。専
門
家
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
活
動

組
織
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
都
道
府
県
の
地
域
協
議
会
を
通
じ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
年
度
の
活
動
に
対
す
る
自
己
評
価
の
結
果
に
基
づ

き
、専
門
家
を
活
動
組
織
に
派
遣
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
ほ
か
、

全
国
の
活
動
組
織
の
取
組
を
「
ひ
と
う
み
．ｊ
ｐ
」
で
紹
介
す
る

た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

本
誌
72
号
26
頁
で
掲
載
し
た
標
記
事
業
の
「
表
２
こ
れ
ま
で

に
本
事
業
で
石
倉
カ
ゴ
増
殖
礁
等
を
設
置
し
た
河
川
湖
沼
の

数
」
数
字
に
つ
い
て
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。左
記
に
訂
正
後
の
最

終
数
の
表
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
訂
正
箇
所
】 

タ
イ
プ
：
河
川
湖
沼
数
を「
う
ち
数
」

　
　
　
　

平
成
30
年
：
都
道
府
県
数
12
→
７　

河
川
12
→
11

　
　
　
　

令
和
２
年
：
河
川
12
→
11

　
　
　
　

令
和
３
年
：
都
道
府
県
数
５
→
７

【
同
内
容
】本
誌
68
号
・
64
号
・
60
号
・
56
号
の
同
表

　

な
お
本
事
業
は
、平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、８
年
目

と
な
る
令
和
５
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
支
援
事
業

ウ
ナ
ギ
生
息
環
境
改
善
支
援
事
業

計測に並ぶ大会参加者

土砂降りになった表彰式

最終：これまでに本事業で石倉カゴ増殖礁等を設置した河川湖沼の数

日光支所から日光支所から

湯滝での釣り 湯ノ湖での船釣り

緊張の面持ちで臨む
キッズ部門優勝者

注）平成30年度以降は、同じ県内に規格統一型と自由規格型の両方
を設置した事例や、同じ河川内の複数箇所に石倉カゴ増殖礁を設置し
た事例があるため、上記の表では設置した河川湖沼数、箇所数、タイプ
別の河川湖沼数の数が合致しない。
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